




















1 バクバク人形を作って遊ぶ 2 カラーポリ袋による気球づくり遊び
3 バスターネックレスを作って身につけよう 4 ボードを作って遊ぼう
5 オリジナル紙飛行機を作って遊ぼう 6 秒粘土で遊ぶ
7 ポリ袋衣装によるファッションショー 8 飛び出しカードを作って送ろう











1 スクラッチ技法による表現 2 研修旅行記制作
3 線香画による表現 4 吹き出し技法による表現
5 ざらざら画面に措く 6 木片による立体表現
7 自転車の思い出 (絵画表現)
8 モダンテクニック技法によるコラージュ絵画
















































4 美のある生活とは (絵手紙制作 ･ネイルアー ト)
5 美御緒言鑑賞














































































コルク画 (図5) ボックスアート(図6) ポリ袋衣装 (図7)
お面 (図8) バクバク紙袋人形 (図9)











･謹もが ･定のJL-'Tlの作古 .が 'Jti成するため,lI己イ1-能感が子ほ れる.
制作順序
1 ペットの写貢を∧4の大きさにコピーするO




4 ケン ト紙の 日ニトレッシングペーパーを屯ね,色錯/l'(t･-;で描いた練の 巨を黒
色ボールペンで線をなぞる｡
5 F吉きが完成したケント紙の 卜から,コンテで図 10)ように大まかに色づ
けする｡ ティッシュでこするように色づけするO
























ジ 段ボール スタンプ (フィルム
ケース)モミくしやにした紙 座い
イ汀など






























































◎ 盤 古 な 材 料 提 供 ◎ 様 々 な 技 法 体 故を盛り込んだ カリキュラム柵'R◎滋gL.C欲をかりたでる指示
◎ 自 由 な 衆 現 を 可 能 と す る 場 づ く り (学習内攻)◎本物にふれる織会設aI
3ー1-
造形活動における自立への道筋
一般的な発達 造形的発達の道筋 学習指導要領 造形活動の自立への
の道筋 のポイント 支援
0i23456789幼児帆料 百 済 の経絡の始 ま り1括文-～2.,gi克-3防文 繊画期なぐり 撫*行鵬の鴨鱒と鑓鶴･イメー ジが豊にな るのと 音兼 の発達 と 対応 し ･探 索行動期にふ さわしい成長にそった支攻が大切である.思いの ままに 自由に.た くさんの紙 をiI傭したり体が 自由に動 かせ る虎妹を鮭
輔蝉なお 緒 Lが で きるよ うになる. 那杏糊 てい る｡･見立て行動が盛んになら. える○
注釈期 鯵 と雷 集 との鏡台綬徽･社会人 (文化的入関)と して の 出立図形 と 官業 と感付との統合に よる表現挽鷺 結合 した様 々な物 拝的 相 ぽ う世界を出現具象 的 発現の幕Pqlナ ･子 ど ものつぶや きに耳を梯けなが ら.お 放 し しなが ら喪現 させ るな どの支伐 をす る.
幼児任期 ･自分の思 うとお りに身体が コン トロール で 帆潤氏期 丸ま鶴 舞 と想傷的鰍速綬■ 幼稚t一 造形 にf珂わ る衰現･いろいろなものの弟 しさな どに対 ･色 彩教 育に力点 をお いて支
きるよ うになる. ･衆現 活 動は内面注釈的 域 の 工夫 をす る.･共感 的 こ とばか けが .意欲
･自分の欲求を自分で実現 しよ うとす る. 活動か ら .外側-向かい意題 来 示 自己主張 となら.･線的 喪現に加 えて,面的発現が出現す る. す る養かな感性 を育む.･感 じた ことや考 えた ことを 自分な宵兼 意味に舛味を 的 氷現 となる.･女 は .民砧 な ど生活 と言葉
もつ.ヽ･子 ども同士の金指が りに袈現 して兼 しむ.･色.形.手触 りの速 いに気づ き.で きるよ うになる. ･色 彩 - の 興 味 が 高 ま と感 情 の こ もっ たイ メー ジを
･ものに対 して.自分と同 じよ うに考 えるなどの路銀 をす る ■-繰 り返 し同 じ形 を反襟的 に描 く. それ を難 しむ. 帯 える支攻 に心がける｡･いろい ろな素材 に親 しみ. 工夫 し ･自然 な どの身 近な再境 と十
･現葵と想他とが入 り ･形 は擢列的 で.並べが て遊ぶ.･かいた り.つ くった りす る ことを 分 に 関 わ る中 で美 しい もの を
蔽 じる｡ き期, カ タログ期 と首わ 雅 兄 した り. 心動かす 出来事
･お とぎ姑に興味を もつ.ごっ こ遊びな ど身近な社会的行動 を模倣すら ∫役割が分化 し始 める れ てい る. に 出 会 える蛾 づ く りの 工夫 をす る .
の わ しみ ぴに った り. つた り
りに衷す. る｡
児豪的捕 件義の量的讐積 の虎簿 図式n 回 式 の完成と叙述生活小学校1.2年 ･本物の来体験 を多 くさせ る.形だ け でな く 色の枚念 化
･興味関心が.家鹿 か の段･概 .的に外界の関係防 轟覆･材料をもとにして.爽 しい造形活
ら ●や学 に 一す 知 を◆ めている をる｡
める. 体の感覚を伽かせ.思 いつい た こと により杜念色 を多彩 とな る よ
･記 位 的 欲求が強くなを准しく表す. う支伐 が 必宇 と なる.
し.鐘験 が豊かにな る.･件数 で得た ものが. り.絵 日妃的に梅日の出来事を叙述 していく. ･表したい ことを進んで見つ け.柿きな色を潜んだ り.いろい ろな形 を ･図 式来 現 を保障 しながら,･甘吸物給や王子王女つくって漉しむ. バリュー.シ コンを広 げること
れて くる. ･ 面の 下 庇 を沸かせ兼現する.t貫 ろん な形 .材 質.硬 い 柔 らかい . 大小 等 の 変化 を卑 え. い漣一円l用描法.レントゲン
描 法 fLどの狩itが事妃れ.･子 とも同士の作品を鑑賞 し.形や也.表し方のお も しろ さに気づ き.互いの気持 ちを珊 いた り.難 しく見るこ . ろん な感 鷺 の もの に触 れ られるよ うに計画的 に支授す る.･生 活科 等 と関連 づ け るな どして . 自分 育 てたい雑 物 の成長配収 をスケ ッチ させ るIL
旦｣
3 .4年 表現
･耗験か ら発憩 した り.みん なで出し合い考えなが ら親 しく表す.材料や租所の特称 を もとに 組 み どの 工夫 をす る.体 育館 .学校蘭 な どダイナ
合わせ る. 切 ってつな ぐ.形 を変 え ミックな活動 が で きる よ うな
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一般的な発達 造形的発達の道筋 学習指導要領 造形活動の自立への
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10ll2)3日 児麓 集 団行動 の段轄 帆写 祝 鷺 の独 走 を押 さえ,身 ･形や色.材料 な どを生 か し.そ の ･攻 究 型 優 位 の指 抑 こ陥 らIL
･作験と想像 の交錯 世 件 で学 ぶ段 椎 組 み 合 わせ に外味 を もち.英 しさや い よ うに支揺す る.
界か ら.現 実的 世 界に*^ ･視 覚 的意味 での写 実 で 用途 を考Lr.し. 計画す るな どの工夫をす る. ･身 体 で兆 団 を学 び .身 体 で
･推 理 恩 考の祢ま り1 は な く.考 え方や 行動 が現 来的 にな る. ･材 料 .用Aの特性 を生かす とと もに 水 彩絵 のJt 小刀 の こぎりな 表現 す る活 動 を取 り入れ る.･い ろんな用 途 にふ さわ しい
後期 -T.洲や 計画性 が もて る･鴫 問 の観 女 .空間観 来料 ･iS.形 我現 - の 自略 を失う時期 ● ■どのf1久 を駆旺し.絵や立体に来す.鑑 賞 は さみ 軌 接 着剤 . 木 工 姓 などの扱 い方 が 身 につ け られ るよ うに .雌 材 を用 材 を 夫すら.･互いに制 淋 し合 った り. 協力 や 賭 し合 い な が ら. イ メージが膨 らむ よ うな迫形遊 び のJtJ+念 の統 -化 が図 られ拠印 行 軌 . 自給的括勅 芽生 え 始 ま る. 遠近 , 大小 .部 分 と全 ･草 いの 作品の よ さや 面 白 さ. い ろ
件 の関係把擬 が で きる. い ろな 衷 し方や 材 料 に よる感 じの連
いな どが分か り.関心 を もって見 る.
構 図 .義的 比例 も卑鹿で きる 5 ..8年 責現
･怨 他 力や創 造 的 技能 な どを総合的に働 かせ て炎 しくJ来現す る.つ くる もの と周 関の様 子 考 え合 工夫をす る.･自分 ら しさや 自分 の よさが
わせ て泣形遊 び をす る. 突 破 で き る よ うれ 多様 な広
･構成 の来 しさ.つ くる もの の用 途 が りが 生 まれ る よ うな雌 材 や
な どを考 え.-# し方 を構想 し計画して 未現す る･自分 がi9ん だ材料 .糸の こ ぎ りな 学習内容 を仕組 む.･教基や廊 下 な どに児鼓作品.
どの特 徴 を生か し.我 卿 こ適 した方 名 画 の 稚 熊 等 いつ で も作 品 と
法 な どを組み 合 わせ なが ら来す.鐘 貫･互 いの 作品 . 日本 .甜外国 の艶 しみ あ る夷術.暮 ら しの 中の作 品 な ど衣 現 の 舟回や 特手引 こ関 心 を もち鑑 賞す る. 触 れ られ る碑味 を軽 えら.
.8糊 ff.間 の付 撫餌併段 陣･rL'.1他 .l'.1年齢 の友達 写'AT-糊 鎖 位 の 白鷺 と薄 め合 いの段 階 預 終 生近 鼎 を那 し.,形や ･メ タ措 知 能 力 を軒む 自己押価活 動 を積撫的 に取 り入れる.
と仲m とな る.I ･偽性 の多様 化 現敦 と現 色彩の特 徴やXJLさを拭 えス rツチす る. ･互 い の 作晶を鑑 賞 させ . -
棉_TLに支 え合 い.伯仲 英的思 考の 先達 の締 ま り･合理 的思考が荊 ま り.デ ザ イ ンへ の 恥 味が ます .ロ マ チシズム が捕り 絵 やイラス ト など心 ･主用 を兜想 し. 全体 と部 分 を巧 え 人 一 人 の 鵬性 の よ さを醒 め 分
TVltR{L.鳩 く･.Qi々 JJが稀 止 り.現 て溌す. い . 自己 の 仏経 に気 づ かせ る
･多様 な求呪力 池 を工夫 し.抱 や イラス トレ- シ コン .彫 刻 な ど共 しく 揺動 を多 く持つ.･これ まで の 生活 の 中 で 五感'ATを寄 織 的 . 仰 併的 に 生 き生 き兼す.
は える .i .') に なる. ･用 途 や織他 .1LTJTIす る肴 の 火持 ち を通 して 体験 した弟 しき.ib-
･抽虫的 /L t)の のめ規 材 料 か ら発 .fI出 し.つ く りガ.川 Jtの 生か し方の 誠礎 を身 につ け 冒:Ak 郡 だ 葺 翌 m r;空錆
偲 Jfが でき.n先や反 理 描 写 が み られる . つ くる. 工 夫で きる軟材 を工夫す る.
術 がで きる. ･伝 えたい内容 を図や 平井 . ビデオコン ビユ- ク等映 他 メデ ィアを坪他 手 づ く りの よ さに免 づ 女
･川沖的 n 1-Lと 名作 の し加 工 した り. 交托 した りす る. - t=Ln分 の 生 活 空 m を3!しく飾 る時期 t 貫 な どの 意 織 が甘 くまれ るア サ
I ･作 肴 の心付や 君国 .米朝 の 工夫 を イ ン .工 許 作 品 を軟材 に 取 り
n抽 唐 織の打8,1'qす る 感 じ取 り.作品 の 見JJ-を瓜 でなが ら 入れ る.
ための人/Jiの叫 爪 となら 鑑 賞 に親 しむ.･伝 統 工芸.生 活 のrllでデ ザ イ ンの ･文1.の 工 夫 や図 や 写 rt. イ
中 か ら豊か な発想 .工夫.XJと槻 能 ラ ス トを取 り込 ん だバ ン フ レ
性 の鋼 机 作品 に托 した臓 い に気づ ツ トな どを. パ ソコン を活 用
く｡ し取 り如 ませ ろ.･rl分の生 きカや こだ わ りが中学 2 .3年 糞塊
耶 ~ぐ見つ め心 じ取 っ た こ と 米 朝 に 生 か せる こ とが で き る
や 心 の 世界 をスケ ッチす る .･叫純 化 .省 略 .強 Pt.fI成 .材 料の組 み 合わせ を工夫 し衣す 軟材 に取 り机 ませ る.･火 同 恥 作 な ど&-連と協 力 し
･他 の作品の独特 な我現 形式 な どを て . 計抑 的 に作集 し. 完 成 の
参 考 に新 たな衣現 を生み tIそ うとす 喜 び が 姑有 で きる軟材 を 与 え
る｡･漫画 その他 の映 他 メデ ィア で衣 した い内容 を我 現す る. る｡･作r家や 共 析 餌 の 学 芸 良 の ギ
･デザ イ ン効 果 を考 え.構 成 嬰瀬 を ヤラリー トー クや 共 析 蚊 見学
肺 館 に した り.統 合化 した り.取 り など水物 のよ さが 架感 で きる
合 わせ を工夫 しデ ザ イ ンす る.･伝 えたい内容 を.分か りやすく炎しく衣現し.発来 した り交流 した り 鑑賞学田 をす る.･兵 術 全 狐 .凧 覧 会の 図 位 な
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15l67)8青 精神的自立の段階･榊沖的自立をする.内払矛盾を抱えた存 *こ事<柿的 芸術表現による自己柵立 ･府城について.安らぎや自然との ･自分のこだわり.喪現方法
の段階･表現が社会化 され.共有のものとなり.心の触 共生などの視点からデザインする. を故実に確立できるように支JET･自分の価値意織をもって批評し合い.よさや美しき 味わう. 攻をする.･好きな作家や作品について
在である〇･生きがいが保辞され れ合いがもてる ようにな ･日本の兵術の板括的な変遷や作品 友人と折り合うなどの芸術曲る｡ の特賞を知り.日本兵術の文化と伝統に関心をもつ を戦わせる切の改定をする.
るべき時期･様々な輯性を見抜い ･変貌が生きがいとなる ●･緒外国の作品にふれ.兵術を通し ･青井.文学.演劇などの総
ような心のよりどころと た国際理解を拝める. 合的視野で芸術を考えるよう
なる., 現代や文化遺産的デザインに蝕 支攻する.
て.惜頼する. ･写爽的横内を強めた れ.自己の典意織や典的溝択能力をホめる. ･自己主頚 ができ.自分流が. (
年帆期 ･沖や文学を愛排し.芸術全般に強い朋心をもつ.●I一l■ 維活 り.ロマンチ./ズムの傾向に漣むなど自分の喪現を細立していく. 高校 書繍 美術 T･- :;･感じ取ったこと.自己の考え..夢 漉 しむ._と カできる教材を与える.
･作家の生き方に共鳴できる
な に の).)ができ な の な
る｡ 入れる.
期 ･椎徒弟.難しさを考え.逓形酵素 ･学習したことを生涯追求し




つかむ.･映他メディア発現の特質を理解し.それを活用し交維する.工 事ー りに実感できる学習内容を工夫する.･自分が典押付の学芸見や美術出版社の縞典長になったつも りで 兵術展 企画や軒先
1｢1｢ づくりの企画をさせるなどの
1 工芸榊作自然や身近な生活.使うものの心付.夢などを基にした心豊かな発想用と典.日本の伝統的喪現を生かし鑑賞学習を取 り入れる.･人Mの羊でできない.映像メディアだから衣現できる.本物の写真 .コンピュータグ
た構想制作方法の 理解と過程における吟味創意工夫 ラフイクな どの学習 を取り入れる.･芸術家の生き様や考えがつ
2 プロダ クト制作 づられた本や画集を教師が紹
社会生活や 身近な環塊を心豊かにす 介したり.-自由に活用できる
S考文献 開陸生出版 突抜造形教育大系4 r子どもの発達と造形表現)大輔聴也者
3ー4-
